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かけがえのないあなたの「いのち」を大切に
◎Ｐ４−５　一人で悩まずにだれかに相談しましょう。第２特集

「小さくて効率的な自治体」の実現に向けて
◎Ｐ２−３　行政改革の主な取り組み状況をお知らせします。第１特集

８月12日、福島地区・寺里にて



実 施 項 目 行 政 改 革 取 組 状 況

（１）職員の意識改革と資質の向上
・�実績主義に基づく人事制度の検討

・ゼロ予算事業の推進

・�「職員一人ひとりが市民や組織から期待される行動と成果を残せる職員に成長するこ
と」を目指すため、平成21年度から人事評価制度を導入しました。

・月に2回、職員が自治会に行政連絡文書を配達しました。
　　（平成22年3月末現在153地区中136地区を職員が配達）
　　（効果額：984千円）
・職員による市役所敷地内などの清掃に取り組みました。

（２）市民との協働による市政の確立
・パブリックコメント制度の導入

・公正の確保と透明性の向上

・�平成19年度の串間市パブリックコメント制度の導入を受け、市で定める基本的な方針
や条例などの政策形成の素案や関連資料を市民の皆さんに公表し、広く意見を募集し
ました。（件数：3件）
・�情報公開制度に基づき公文書の公開をしています。公開状況については、広報紙で市
民へ周知しています。（件数：4件）
・�入札制度について、条件付一般競争入札を1件、総合評価落札方式の入札を試行的に2
件実施し、入札の公平性・透明性の確保に努めました。

（３）時代に即応した行政組織機構の整備
・組織機構の見直し
・各種審議会などの見直し

・�事務の最適化により、地籍調査係を税務課から農林水産課へ移管しました。
・�組織の統廃合を検討するとともに、女性委員の積極的な登用を促進し、効率
的で効果的な会議運営を図りました。

　　（各種審議会などの女性登用率　33.5％）

（4）自主性の高い財政運営の確保
・経常経費の見直し

・負担金・補助金の見直し

・未利用財産の売り払い

・行政評価の充実

・未収金の徴収体制の確立

・�当初予算編成時に、一般財源を基準とした範囲において、前年度当初予算額の98％の
範囲内としました（ただし、光熱水費、燃料費は前年度12月補正後の額を基本）。
・�市単独による各種運営補助金および事業補助金について、前年度当初予算額の90%
の範囲内としました。

　・廃止　　5件　　▲1,714千円
　・減額　 22件　　▲3,894千円　
・�未利用財産の売り払いについては、ＨＰや紙面による情報発信を行い未利用財産の処
分を行いました。
　・6件　　7,629千円
・�事務事業評価の充実に重点を置き、事業の必要性、公共性、公平性、有効性、効率性の
見地から客観的に判断するよう事業の厳選に取り組みました。

　・評価対象事業件数 ： 221件（うち継続189件、新規32件）
　・採択事業205件、不採択事業2件 、保留事業14件 
・�市税などは平成18年度より導入した滞納整理指導官の指導を受け、差押え予告・差押
え・公売予告などの滞納処分の徹底、納税相談による分割納付の徹底による税負担の
公平性の確保に努めました。

　・平成21年度収納率など
　　・市　　　　　　　　税………現年度　96.83％………過年度　20.21％
　　・国 民 健 康 保 険 税………現年度　92.21％………過年度　21.75％
　　・介　護　保　険　料………現年度　98.79％………過年度　23.45％
　　・後期高齢者医療保険料………現年度　98.64％………過年度　70.74％
　　・保　　　育　　　料………現年度　96.17％………過年度　10.17％
　　・市 営 住 宅 使 用 料………現年度　98.07％………過年度　 8.38％
　　・下 水 道 負 担 金………現年度　94.43％………過年度　22.43％
　　・下 水 道 使 用 料………現年度　99.00％………過年度　64.91％
　　・水 道 料 （ 上 水 ）………現年度　99.24％………過年度　87.32％
　　・水 道 料 （ 簡 水 ）………現年度　99.28％………過年度　46.42％
　　・診 療 費 患 者 負 担 金………現年度　96.96％………過年度　39.13％

（５）事務事業の整理合理化および業務執行方式の見直し
・㈱串間リフレッシュビレッジ
　（三セク）の見直し
・投票場の見直し

・市立保育所

・平成21年9月2日に清算登記結了しました。

・10か所の投票所において、投票時間の2時間繰り上げを実施しました。
　（効果額：95千円）
・市立隣保館保育園を平成21年6月から民営化し、法人保育所に移行しました。

（６）定員管理の適正化および給与などの見直し
・定員管理の適正化

・給与の適正化

・給与・報酬などの削減

・定員管理計画を作成し、平成25年度までに22人の削減を目指します。
　平成21年度に4人を削減しました。（平成21年4月現在380人）
・管理職手当の見直しを行いました。
・看護師手当および消防士手当の廃止をしました。(効果額:3,576千円)
・�市長の給料15％、副市長の給料12％、教育長の給料10％、常勤監査委員の給料10％
の削減（効果額：3,320千円）
・非常勤特別職の報酬を5％削減（効果額：4,026千円）

（７）情報化の推進
・戸籍事務ＯＡ化の推進 ・�窓口業務の迅速化、正確性など、事務機能の合理化および市民サービスの向上に向け、

平成22年3月に完了しました。

The main approach situation of "Administrative reform" in 2009 fiscal year

　行政改革の推進は開かれた地方分権社会の構築を目指すため、市民と行政が協働して最少の経費で

最大の効果を生み出すまちづくりを進めていくことが求められています。

　また、人口の減少、少子・高齢化の進行、社会経済環境の急激な変化に加え、地方分権の進展など

本市を取り巻く環境は大きく変化しており、財政事情が極めて厳しい中にあって、簡素で効率的・効果

的な行政運営が求められています。平成 21年度に実施した行政改革の主な取り組み状況をお知らせし

ます。

「小さくて効率的な自治体」
の実現に向けて

平成 21年度「行政改革」の主な取り組み状況
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豚肉と夏野菜の冷しゃぶ

取
り
組
み
に
よ
り
、
県
内
の
自
殺
者

数
は
平
成
19
年
に
比
べ
30
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
串
間
市
の
平
成

20
年
の
自
殺
者
数
は
11
人
、
人
口
10

万
対
の
自
殺
死
亡
率
49
・
７
人
と
か

な
り
高
く
、
女
性
よ
り
も
男
性
、
特

に
働
き
盛
り
の
中
高
年
男
性
の
自
殺

者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
殺
の
原
因
と
背
景

　

自
殺
は
そ
の
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
実
際
に
は
、
人
間
関
係
の
悩

み
、
職
場
で
の
長
時
間
労
働
、
多
重

債
務
、
身
体
的
疾
患
、
精
神
疾
患
、

そ
の
人
の
性
格
や
家
庭
状
況
、
職
場

や
地
域
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
合
っ
て
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
調
査
で
も
、

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
毎
年
３
万
人

前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
自
殺

未
遂
者
は
そ
の
10
倍
は
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
毎
年
30
万
人
（
１
日
１
、

０
０
０
人
）
の
人
た
ち
が
自
殺
を

図
っ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
内

閣
府
は
平
成
19
年
に
「
自
殺
総
合
対

策
大
綱
」を
策
定
。
９
月
10
日
の「
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
を
「
自
殺

予
防
週
間
」
と
し
て
自
殺
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
平
成
20

年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
３
０
、
２

２
９
人
、
人
口
10
万
対
の
自
殺
死
亡

率
24
・
０
人
。
宮
崎
県
は
同
年
、
３

６
４
人
、
人
口
10
万
対
の
自
殺
死
亡

率
32
・
０
人
と
全
国
に
比
べ
て
高
い

も
の
の
、
自
殺
予
防
へ
の
積
極
的
な

和
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
（
弁

護
士
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が

き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
う
し
た
問
題
も
自
分
一
人
で
解
決

し
よ
う
と
せ
ず
、
で
き
る
限
り
身
近

な
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し
一
緒
に

考
え
れ
ば
、
少
し
で
も
心
の
負
担
を

軽
く
で
き
ま
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
無
念
さ
、

ま
た
そ
の
自
殺
に
直
面
し
た
家
族
、

友
人
、
同
僚
な
ど
周
囲
の
辛
さ
や

悲
し
み
は
深
く
、
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

自
殺
を
防
ぐ
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
す
。
今
、
こ
の
瞬
間

に
も
自
殺
問
題
で
思
い
悩
む
多
く
の

人
た
ち
が
い
ま
す
。
自
殺
は
本
人
、

そ
し
て
周
り
が
正
し
い
知
識
や
情
報

を
得
て
、
解
決
の
た
め
の
一
歩
を
踏

み
出
し
、
具
体
的
な
行
動
を
と
る
こ

と
に
よ
り
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
だ
れ
か
に

相
談
す
る
こ
と
、
相
談
を
受
け
る
側

は
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
、
そ
し

て
周
囲
が
自
殺
の
危
険
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
ず
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

●�

相
談
先
＝
福
祉
保
健
課
自
立
支
援

係
☎
72
︱
０
３
３
３
（
内
線
５
１

０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会

参
加
者
募
集

　

強
い
絆
の
あ
っ
た
人
が
亡
く
な
る

と
い
う
体
験
は
、
残
さ
れ
た
人
々
に

か
け
が
え
の
な
い
あ
な
た
の

「
い
の
ち
」を
大
切
に

近
年
、
日
本
で
は
自
殺
者
数
が
毎
年
３
万
人
前
後
を
推
移
し
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
だ
れ
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
、
自
死
遺
族
支
援
に
重
点
を

置
き
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
安
心
し
て

悲
し
み
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
、
一
人
で
も
多
く
の
命

を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
「
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

●�

日
時
＝
９
月
21
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
４
時

●�

会
場
＝
串
間
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

●�

講
演
＝
「
自
死
遺
族
の
い
た
み　

共
に
で
き
る
こ
と
」
／
講
師
：
石

倉
紘
子
氏
（
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ

き
ょ
う
と
）

●�

活
動
紹
介
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ば
や

し
ハ
ー
ト
ム
／
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
串
間
市
）
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
み
ん
な
の
く
ら
し
タ
ー
ミ
ナ
ル

●�

対
象
＝
一
般
住
民
、
民
生
委
員
、

自
治
会
長
な
ど
地
域
関
係
者
、
行

政
お
よ
び
相
談
・
医
療
機
関
の
担

当
者
な
ど
１
０
０
人
程
度

●
参
加
料
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
よ
り

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、
電
話
で
の

申
し
込
み
も
可
能
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
保

健
所
健
康
づ
く
り
課
疾
病
対
策
担

当
〒
８
８
９
︱
２
５
３
６
日
南
市

吾
田
西
１
︱
５
︱
10
☎
23
︱
３
１

４
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
︱
３
０
１
４

　国は、例年、月別自殺者数の最も多い３月を
「自殺対策強化月間」と定め、地方公共団体、
関係団体などとも連携して、重点的に広報啓発
活動を展開するとともに、関係施策を強力に推
進することとしました。串間市も県と連携し、
さまざまな悩みの相談窓口を一覧にした「ここ
ろの電話帳」を全戸に配布し、本庁１階ロビー
と総合保健福祉センター内に自殺対策コーナー
を設置しパンフレットなどを置きました。
　また、宮崎県の自殺対策シンボルである「青
Ｔシャツ」とともに県が作成した「ひとりで悩
まないで誰

だ れ

かに話してみませんか」というメッ
セージを込めた青ポロシャツを、毎週水曜日に
総合保健福祉センターに勤務する職員が着用し
普及啓発に努めました。この毎週水曜日の青ポ
ロシャツ着用は現在も続けています。串間市で
は今後も県と連携し、自殺対策普及啓発に努め
ていきます。

串間市の自殺対策普及啓発活動

疲
労
が
蓄
積
し
、
休
息
の
リ
ズ
ム
が

乱
れ
て
、
疲
れ
て
い
る
の
に
休
め
な

い
状
態
」
で
、
心
身
共
に
疲
れ
き
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
た
状
態
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

約
15
人
に
１
人
は
生
涯
の
う
ち
に
う

つ
病
を
経
験
。
あ
り
ふ
れ
た
病
気
の

一
つ
と
も
い
え
ま
す
が
、
多
く
の
人

は
病
気
で
あ
る
と
気
付
か
ず
、
治

療
を
受
け
ず
に
い
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
体
の
だ
る
さ
や
不
眠
、

食
欲
低
下
な
ど
の
身
体
症
状
、
ゆ
う

う
つ
な
気
分
や
不
安
感
、
や
る
気
が

お
き
な
い
な
ど
の
心
の
症
状
に
特

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
周
囲
の

方
々
は
、
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗

く
な
る
、
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
い
、

周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た
、
飲
酒
量
が
増
え
た
な
ど
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
対
応

を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
人
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る

環
境
を
つ
く
り
、
励
ま
さ
ず
、
否
定

せ
ず
、
気
晴
ら
し
を
無
理
強
い
せ
ず
、

寄
り
添
っ
て
思
い
を
受
け
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
医
療
機

関
な
ど
に
相
談
し
、
適
切
な
治
療
を

辛
抱
強
く
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

■�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
だ
れ
か

　
に
相
談
を

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
死
を

考
え
る
と
同
時
に
「
生
き
た
い
」
と

家
庭
や
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
、
経
済
面

の
不
安
な
ど
を
抱
え
る
人
ほ
ど
自
殺

願
望
が
強
い
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
家
庭
・

職
場
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ

と
か
ら
「
生
き
る
不
安
」
を
抱
え
一

人
で
悩
み
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
と

い
う
絶
望
感
や
孤
独
感
か
ら
自
殺
に

至
る
過
程
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
自

殺
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題

な
の
で
す
。

■
自
殺
と
精
神
疾
患
の
関
係

　

自
殺
を
図
っ
た
多
く
の
人
が
う
つ

病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
精

神
疾
患
に
か
か
っ
て
お
り
、
特
に
う

つ
病
の
割
合
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
う
つ
病
は
単
に
気
分
が
落
ち

込
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
「
心
身
の

い
う
気
持
ち
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動

き
悩
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
不

眠
や
体
調
不
良
な
ど
の
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
の
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
気
持
ち
を
だ
れ

か
に
相
談
す
る
こ
と
へ
の
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

や
抵

抗
感
な
ど
が
あ
る
た
め
に
、
周
囲
に

は
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、
早
期
発
見

を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
重
要
な
の
は
、
周
囲
の
家

族
や
同
僚
、
地
域
住
民
の
支
援
で
す
。

身
近
な
人
々
が
心
身
の
不
調
に
気
付

い
て
あ
げ
る
こ
と
や
、
一
言
声
を
か

け
る
こ
と
に
よ
り
自
殺
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

自
殺
は
決
し
て
個
人
の
弱
さ
や
性

格
な
ど
の
問
題
で
な
く
、
健
康
問
題
、

経
済
問
題
、
生
活
問
題
、
労
働
問
題
、

家
庭
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。「
も
う
自

殺
し
か
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま

う
の
は
、
今
抱
え
て
い
る
過
大
な
ス

ト
レ
ス
で
視
野
が
狭
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が

解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
精
神

科
医
、
職
場
の
産
業
医
、
地
域
の
保

健
福
祉
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
自
己
判
断
せ
ず
、
専
門
医
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
治
療

を
き
ち
ん
と
進
め
た
上
で
、
今
抱
え

て
い
る
問
題
の
解
決
を
考
え
、
労
働
、

人
権
、
金
銭
な
ど
の
問
題
、
家
庭
不

青ポロシャツを着用して勤務する職員。「ひとりで悩
まないでだれかに話してみませんか」

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 21,677 23,396 21,955 22,236 21,419 22,007 21,546 
女　性 8,272 8,713 8,292 8,317 8,502 8,820 8,683 
合　計 29,949 32,109 30,247 30,553 29,921 30,827 30,229

■全　国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 260 278 275 259 243 284 258 
女　性 93 91 93 93 119 110 106 
合　計 353 369 368 352 362 394 364

■宮崎県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
男　性 5 6 5 3 7 9 9 
女　性 1 3 2 3 1 2 2 
合　計 6 9 7 6 8 11 11

■串間市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

◎自殺者数の推移

◎自殺率の比較（人口 10万対の自殺者数）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
全　国 23.8 25.5 24.0 24.2 23.7 24.4 24.0 
宮崎県 30.3 31.8 31.8 30.6 31.6 34.6 32.0 
串間市 26.1 39.7 31.3 27.5 36.7 49.7 49.7

※ 厚生労働省の人口動態統計及び県の衛生統計年報より（H14 〜 H20 まで確定数）
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■ 農業の楽しさ体験しました
８
月
16
日
、
西
下
弓
田
の
松
田
農

産
の
田
ん
ぼ
で
、
り
ん
ぽ
か
ん
保

育
園
の
園
児
が
稲
刈
り
を
体
験
し

ま
し
た
。園
児
た
ち
は
か
ま
を
使
っ

て
稲
を
刈
か
っ
た
後
、
交
代
で
コ

ン
バ
イ
ン
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
同
保
育
園
の
保
護
者
で
も
あ

る
松
田
農
産
の
松
田
朋
和
さ
ん
は

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も

た
ち
に
農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■ 全国大会での健闘祈ります
７
月
の
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

で
優
勝
・
準
優
勝
な
ど
の
好
成
績

を
収
め
た
福
島
中
学
校
の
弓
道
部

と
柔
道
部
の
生
徒
が
８
月
４
日
、

野
辺
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
内
容

や
大
会
の
結
果
を
市
長
に
報
告
。

市
長
か
ら
「
日
本
一
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
激
励

さ
れ
る
と
「
全
国
大
会
も
頑
張
り

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

■ キャンプで串間に元気を！
中
京
大
学
硬
式
野
球
部
が
８
月
４

日
か
ら
７
日
間
、
夏
季
串
間
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
串
間
で
行
っ
て

き
た
同
部
は
、
口
蹄
疫
で
疲
弊
す

る
宮
崎
県
を
応
援
し
よ
う
と
、
今

回
初
め
て
夏
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

半
田
卓
也
監
督
は
「
串
間
が
元
気

に
な
る
た
め
に
き
ま
し
た
。
自
分

た
ち
も
秋
の
大
会
に
向
け
て
力
を

つ
け
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■ 第16代市長が就任しました
７
月
28
日
、
第
16
代
串
間
市
長
に

野
辺
修
光
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

野
辺
市
長
は
７
月
25
日
に
行
わ
れ

た
串
間
市
長
選
挙
に
お
い
て
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
就
任
式
に
先

立
っ
て
26
日
に
行
わ
れ
た
当
選
証

書
付
与
式
で
は
、
市
長
選
挙
で
当

選
し
た
野
辺
修
光
市
長
と
、
18
日

告
示
の
串
間
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
で
当
選
し
た
河
野
清
見
さ
ん
に

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

■ ８年間お疲れさまでした
第
14
代
、
15
代
串
間
市
長
と
し
て

８
年
間
務
め
ら
れ
た
鈴
木
重
格
さ

ん
が
７
月
27
日
、
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
式
で
鈴
木
さ
ん
は｢

常
に

ど
う
す
れ
ば
串
間
が
発
展
す
る
か

考
え
て
い
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う｣

と
あ
い
さ
つ
。
退
庁
の
際

に
は
職
員
や
市
民
約
２
０
０
人
に

見
送
ら
れ
市
役
所
を
後
に
し
ま
し

た
。
８
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
information

　

平
成
22
年
度
串
間
市
中
学
校
職
場

体
験
学
習
は
、
８
月
３
日
（
火
）
か

ら
５
日
（
木
）
ま
で
の
３
日
間
に
か

け
て
、
市
内
の
６
つ
の
中
学
校
の
２

年
生
１
７
１
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
消
防
署
、
図
書
館
、

保
育
園
な
ど
、
市
内
36
の
事
業
所
に

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
ま
で
は
、
中
学
校
ご

と
に
設
定
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

串
間
市
が
「
小
中
高
一
貫
教
育
」
に

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
平
成
20

年
度
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実
施

し
て
お
り
、
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

串
間
市
の
取
り
組
ん
で
い
る
一
貫

教
育
は
、「
地
域
に
誇
り
を
も
ち
、
夢

に
向
か
っ
て
大
き
く
は
ば
た
く
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
標
に
、「
３
つ
の
新

し
い
教
育
内
容
（
く
し
ま
学
、
英
語

表
現
科
、
セ
レ
ク
ト
国
語
・
算
数
）

と
２
つ
の
基
礎
教
育
（
読
書
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
）」
を
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
に
な
る
よ

う
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
く
し
ま
学
」
で
は
、
串
間
を
誇
り
に

思
う
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
、

12
年
間
を
か
け
て
串
間
の
良
さ
を
体

験
し
な
が
ら
深
く
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

職
場
体
験
学
習
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
つ
と
し
て
、
中
学
校
２
年
生

を
対
象
に
夏
期
休
業
中
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
勤
労
観
や
職
業
観
を
培
い
、

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
の
多

く
の
事
業
所
の
方
々
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
業
務
を
体
験
す
る
だ
け
で

な
く
、
言
葉
遣
い
や
礼
儀
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
た
り
、
体
験
談
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
な
ど
、
き

め
細
か
な
配
慮
の
な
か
で
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
は
体
験
で
き

な
い
仕
事
や
職
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
大
切

さ
を
含
め
た
勤
労
観
や
職
業
観
も
高

め
る
こ
と
が
で
き
、
人
間
関
係
の
在

り
方
や
社
会
性
の
重
要
性
に
も
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
に
よ
り
、
将
来
の

職
業
生
活
や
社
会
生
活
へ
の
夢
や
希

望
が
、
よ
り
強
く
鮮
明
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
職
場
体
験
学
習

が
今
後
の
学
校
生
活
に
生
か
さ
れ
、

学
習
面
や
生
活
面
で
の
一
層
の
充
実

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

串間市中学校
職場体験学習
地域の職場で働くことを通して、仕事の意義や

あり方を学ぶとともに、地元への愛着と誇りを育てます。

値札はりを体験。 救助器具の使い方の説明を受ける。

自
分
の
生
き
方
に
自
信
を
も
つ
子
ど

も
の
育
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
串

間
を
愛
し
誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

職
場
体
験
学
習
を
終
え
た
後
、
生

徒
た
ち
か
ら
は
、「
仕
事
を
す
る
上
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
て
も
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」「
目
の
前

の
仕
事
に
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
仕

事
を
す
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

保育士の仕事も体験。

串間郵便局、串間市立図書館、串間消防署、
自衛隊13警戒、串間温泉いこいの里、マ
ルチョンラーメン、うどんの七福、寿司
虎寺里支店、セブンプラザ串間店、玉味
製菓、四季彩館ほりぐち（含西浜店）、ニ
シムタ串間店、有限会社はとや（含すも
も）、つまがり書店、ハールエスパシオふ
くみ、みどりや菓子舗、串間市民病院、の
だ小児科、かんな保育園、南さくら保育園、
むつみ保育園、串間保育園、上篠原保育
園、北方保育所、大束中央保育所、原写
真館、トヨタカローラ宮崎串間店、ＪＡ
はまゆう串間　選果場、宮崎果汁、ＪＡ
大束、寿海酒造、黒瀬水産、ハッピーヘ
アー、井上石油、加藤動物病院（敬称略）

【受け入れ事業所】
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

大束よかよか音頭

小こ

節ぶ
し

の
き
い
た
高
く
澄
ん
だ
歌
声
。
大
束
地

区
・
大
重
野
に
お
住
ま
い
の
多
田
美
代
子

さ
ん
は
、
会
社
勤
め
の
傍
ら
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
歌
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う

美
代
子
さ
ん
が
当
時
聴
い
て
い
た
の
は
主
に
ポ
ッ

プ
ス
。
と
こ
ろ
が
中
学
生
の
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
で
流

れ
て
い
た
演
歌
調
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
を
真
似
て
歌
っ

て
み
た
と
こ
ろ
「
自
分
っ
て
小
節
が
ま
わ
る
」
と
、

自
ら
の
歌
に
び
っ
く
り
。
そ
れ
か
ら
は
演
歌
や
民

謡
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
な
る
と
地
域
の
夏
祭
り
な
ど
で
観
客

を
前
に
歌
う
こ
と
も
。
卒
業
後
、
一
時
串
間
を
離

れ
歌
う
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、
帰
郷
す

る
と
再
び
歌
を
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
敬
老
会
で

は
、
自
分
の
歌
を
聴
い
た
人
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

る
姿
に
美
代
子
さ
ん
は
感
動
、「
歌
は
い
い
な
あ
」

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
大
束
地
区
を
元
気
付
け
よ
う
と
作
ら
れ

た
「
大
束
よ
か
よ
か
音
頭
（
作
詞
作
曲
・
田
原
宣

男
さ
ん
）」
を
美
代
子
さ
ん
が
歌
う
こ
と
に
な
り
、

Ｃ
Ｄ
も
製
作
。
こ
れ
か
ら
こ
の
曲
を
市
内
の
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す
る
予
定
で
す
。

　
「
歌
う
こ
と
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
た
ら
」
と
美
代
子
さ
ん
。
そ
の
歌
で
地
元
大
束

を
、
そ
し
て
串
間
を
元
気
付
け
て
い
き
ま
す
。

歌うことが大好き。
歌うことで皆さんに喜んでもらいたい。

多
た

田
だ

 美
み

代
よ

子
こ

さん／（37歳）

「大束よかよか音頭」では、大束の甘しょ畑や自然豊かな風景を歌っている。

【
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
】

朝
４
時
。
３
時
間
ほ
ど
か
け
て
漁
場
に
向
か
い
ま

す
。
漁
に
か
か
る
時
間
は
約
８
時
間
。
１
日
の
漁

が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
船
で
一
泊
し
ま
す
。
漁
場

ま
で
往
復
で
６
時
間
か
か
る
た
め
、
泊
ま
り
こ
み

の
方
が
効
率
が
良
い
か
ら
で
す
。

　

パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
が
住
ん
で
い
る
の
は
水
深
１
５

０
ｍ
ほ
ど
の
海
底
。
そ
の
た
め
、
漁
の
方
法
は
底

引
き
網
漁
で
す
。
22
ｍ
ほ
ど
の
長
さ
の
底
引
き
網

を
使
い
、
漁
を
行
い
ま
す
。
こ
の
網
は
網
目
が
大

き
く
な
っ
て
い
て
、
小
さ
い
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
は
捕

ら
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。「
昔
は
た
く
さ

ん
の
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
が
捕
れ
た
が
、
今
は
だ
い
ぶ

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
資
源
を
守
る
た
め
、
で
き

る
こ
と
は
し
て
い
か
な
い
と
い
か
ん
」
と
話
す
和

美
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
漁
の
た
め

に
、
資
源
保
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

和か
ず

美み

さ
ん

自
慢
の

パ
チ
パ
チ
ッ
と
元
気
の
良
い
音
を
た
て
て
跳

ね
る
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
。
福
島
地
区
・
高
松

に
お
住
ま
い
の
川
畑
和
美
さ
ん
（
60
歳
）
は
、パ
ッ

チ
ン
エ
ビ
漁
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

正
式
に
は
ウ
チ
ワ
エ
ビ
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い

る
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
。
名
前
の
由
来
は
、
胴
の
部
分

と
頭
と
を
パ
チ
パ
チ
と
急
激
に
折
り
畳
ん
で
威
嚇

す
る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
は
イ
セ
エ
ビ
の
仲
間
。
身

に
う
ま
味
が
つ
ま
っ
て
い
て
、
イ
セ
エ
ビ
以
上
の

味
と
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

「
刺
身
に
し
て
も
い
い
し
、
み
そ
汁
も
ダ
シ
が
出
て

お
い
し
い
。
ど
う
料
理
し
て
も
お
い
し
い
ね
」
と

話
す
和
美
さ
ん
。

　

パ
ッ
チ
ン
エ
ビ
漁
は
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
す
。
和
美
さ
ん
の
漁
が
始
ま
る
の
は
早

[ Ibacuc ciliatus ]
名称／ウチワエビ
エビ目・セミエビ科・ウチワエビ属に分類されるエビ。
うちわのような平たい体が特徴で、インド洋から西太
平洋の熱帯・温帯域に分布。

◎材料
-----------------------------------------------
・パッチンエビ…………… 2〜3匹
・みそ………………………… 適量
・ねぎ………………………… 適量

◎つくり方
-----------------------------------------------
① �鍋に水を張り縦に２つに切った
パッチンエビを入れる。

② �あくをとりながら20分ほど加熱
する。

③ �みそを入れながら味を調節する。
④ �好みでねぎを入れ食べる。

パッチンエビのみそ汁
エビの風味を楽しもう。

地
産

地
消
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市 政 ニ ュ ー ス

平
成
22
年
度

串
間
市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■�

あ
な
た
の
力
を
串
間
市
に

本日の獲物

　

１
時
間
ほ
ど
の
漁
の
結
果
、
漁
師

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
４
匹
の
ト
ビ
ウ

オ
を
す
く
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
自
力
で
は
ト
ビ
ウ
オ
を

す
く
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
の
条
件

と
し
て
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
４
匹
の
ト
ビ
ウ
オ
を

す
く
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
と

て
も
運
が
良
い
と
の
こ
と
。
初
め
て

の
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
と
し
て
は
、
良

　　　　　　　　　　　　　　　
◎トビウオすくい

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを

ト
ビ
ウ
オ
の
素
早
い
動
き
に
つ
い
て

い
け
ず
、
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

見
か
ね
た
漁
師
さ
ん
が
代
わ
る
と
、

い
と
も
簡
単
に
一
匹
す
く
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

串
間
の
夏
を
代
表
す
る
魚
、
ト
ビ

ウ
オ
。
今
回
は
、
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
ト
ビ
ウ
オ
す
く

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
う
ま
く
す

く
う
こ
と
が
で
き
る
か
緊
張
し
な
が

ら
、
港
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
空
が

暗
く
な
り
始
め
た
午
後
７
時
過
ぎ
。

都
井
の
立
宇
津
港
を
出
発
し
ま
す
。

目
的
地
は
港
か
ら
２
㎞
ほ
ど
先
の
沖

合
。
こ
こ
が
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
の
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
日
は
月
が
と
て
も
明
る
い
夜
。

海
が
見
渡
せ
て
と
て
も
き
れ
い
な
景

色
を
楽
し
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
漁

師
さ
ん
の
話
で
は
、
水
面
が
明
る
い

と
集
魚
灯
の
光
が
目
立
た
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
ト
ビ
ウ
オ
が
集
ま
り
に

く
く
な
っ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。
月

明
か
り
の
な
い
真
っ
暗
な
夜
の
ほ
う

が
最
適
な
の
で
す
。
不
安
に
な
り
な

が
ら
待
っ
て
い
る
と
、
船
の
下
を
影

が
走
り
ま
す
。
ト
ビ
ウ
オ
だ
と
喜
ん

だ
の
も
つ
か
の
間
、
あ
っ
と
い
う
間

に
泳
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
度
は
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
と
、

じ
っ
と
海
を
見
て
い
る
と
、
再
び
ト

ビ
ウ
オ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
急
い

で
タ
モ
で
す
く
お
う
と
し
ま
す
が
、

い
結
果
で
し
た
。

　

条
件
が
よ
け
れ
ば
辺
り
一
面
に
ト

ビ
ウ
オ
が
泳
い
で
い
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
な
の
で
、
再
挑
戦
す
る
と
き
に

は
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

港
に
戻
る
と
、
と
れ
た
て
の
ト
ビ

ウ
オ
を
刺
身
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
歯
ご
た
え
の
す
る
、

甘
味
の
あ
る
刺
身
は
、
今
ま
で
食
べ

た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
お
い
し
い
刺
身

で
し
た
。

　

串
間
の
夏
の
風
物
詩
ト
ビ
ウ
オ
す

く
い
を
、
一
度
体
験
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

●
期
間
＝
10
月
31
日
ま
で

●
出
航
時
間
＝
午
後
７
時
ご
ろ

※�

出
航
は
日
没
後
と
な
る
の
で
状
況

に
よ
っ
て
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
時
に
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
時
間
＝
１
時
間

●
料
金
＝
１
万
円（
１
隻
５
人
ま
で
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
東
漁
業

協
同
組
合
☎
76
︱
１
５
１
５

真夏の夜のトビウオすくいに挑戦

チャンスを逃さないよう海を見つめます

● 採用試験の種類・採用予定人員・職務内容および受験資格
　  試験は次の職種のうち、いずれか一つを受験することができます。なお、受付締切後の変更はできません。

種　　類 職  種 採用予定人員 職 務 内 容 受 験 資 格

上級試験 一般事務 ３人程度 市長部局などに勤務し、一般事務
の業務などに従事します

昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ
た者

初級試験 一般事務 ２人程度 市長部局などに勤務し、一般事務
の業務などに従事します

昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた
者。ただし、学校教育法に基づく大学（短期大学は除
く）またはこれと同等と認める大学校などを卒業または
卒業見込の者は受験できません。

社会人経
験者試験 一般事務 1人程度 市長部局などに勤務し、一般事務

の業務などに従事します

・�昭和50年４月２日以降に生まれた者で、平成22年７
月末日現在、会社員・自営業者などとして１年以上の
継続した期間にわたり、週30時間以上勤務の職務
経験が通算５年以上の者
・�アルバイト、パートタイマー、公務員の職務経験も上
記条件に合えば通算できます。
・�同時期に複数の事業に従事していた場合は、いずれ
か一方の従事期間のみを通算します。
・�休業期間（１カ月以上の休業期間が該当。出産休暇
は除く）は職務経験に含めることはできません。
・�在職証明は、最終合格時に提出し、履歴に虚偽が
あったり、証明ができない場合は合格を取り消しま
す。

上級試験 土木技師 ２人程度 市長部局などに勤務し、土木技師
の業務などに従事します

昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ
た者

上級試験 保 健 師 １人程度 市長部局などに勤務し、保健師の
業務などに従事します

昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ
た者で、保健師の免許を有する者または国家試験（平
成22年度実施）に合格し、免許を取得見込みの者

中級試験 看 護 師 ４人程度 市民病院などに勤務し、看護師の
業務などに従事します

昭和50年４月２日以降に生まれた者で、看護師の免許
を有する者または国家試験（平成22年度実施）に合格
し、免許を取得見込みの者

初級試験 消 防 士 １人程度 消防署などに勤務し、消防士の業
務などに従事します

昭和60年4月2日から平成５年４月１日までに生まれた
者で下記の要件を満たす者
⑴�両眼とも視力1.0以上（矯正視力を含む）で色覚が正
常であること

⑵聴力が完全な者

選考試験 社会福祉士 1 人程度 市長部局などに勤務し、社会福祉
士の業務などに従事します

昭和50年４月２日以降に生まれた者で、社会福祉士の
資格を有する者または国家試験（平成22年度実施）に
合格し、免許を取得見込みの者

選考試験 薬 剤 師 1人程度 市民病院などに勤務し、薬剤師の
業務などに従事します

昭和45年４月２日以降に生まれた者で薬剤師の免許
を有する者または国家試験（平成22年度実施）に合格
し、免許を取得見込みの者

　

串
間
市
で
は
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

【
欠
格
事
項
】

　

次
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
一
つ
に
該

当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

③�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

④�

串
間
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

⑤�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の

下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
加

入
し
た
者

【
受
験
の
手
続
き
】

　

申
込
書
は
、
串
間
市
役
所
総
務
課

職
員
係
で
交
付
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
申
込
書
を

請
求
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
４
０
円
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封

筒
（
Ａ
４
判
が
入
る
大
き
さ
）
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　

９
月
17
日（
金
）ま
で
。
平
日（
月

〜
金
）
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
祭
日
除
く
）。
９
月

17
日
（
金
）
は
午
後
５
時
15
分
必
着
。

【
試
験
日
】

・
一
次
試
験
＝
10
月
17
日
（
日
）

・�

二
次
試
験
、
選
考
試
験
（
看
護

師
・
薬
剤
師
）
＝
11
月
14
日
（
日
）

・�

二
次
試
験
（
看
護
師
・
薬
剤
師
を

除
く
）
＝
11
月
15
日
（
月
）

【
一
次
試
験
】 　

・�

教
養
試
験
＝
選
考
試
験
を
除
く
全

職
種

・�

専
門
試
験
＝
土
木
技
師
お
よ
び
保

健
師
の
職
種

・
実
技
試
験
＝
消
防
士
の
職
種

・�

適
性
試
験
＝
土
木
技
師
お
よ
び
保

健
師
以
外
の
職
種

【
二
次
試
験
】

・
作
文
試
験
＝
上
級
以
外
の
職
種

・�

論
文
試
験
＝
上
級
の
職
種
お
よ
び

選
考
試
験

・�

人
物
試
験
、
身
体
検
査
＝
１
次
試

験
合
格
者
お
よ
び
選
考
試
験

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市

役
所
総
務
課
職
員
係
〒
８
８
８
︱

８
５
５
５
宮
崎
県
串
間
市
大
字
西

方
５
５
５
０
番
地
☎
０
９
８
７
︱
72

︱
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スw

w
w
.city.

kushim
a.lg.jp

トビウオの刺身
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12の季節 Camera Sketch

夕暮れ時、上町橋からの風景。日中はまだまだ暑さが厳しいが、朝夕は幾分か涼しさを感じるようになった。

＊短歌、俳句の投稿は
短歌坂本不二子さん（☎72-4602）
俳句本田幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

都　

井
：
松　

野　

修　

子

西
小
路
二
区
：
矢　

野　

笛　

美

有
明
一
区
：
長　

岡　

ア
イ
子

上
中
園
：
国　

府　

須
賀
子

上　

平
：
土　

居　

ス
ミ
子

ひ
お
う
ぎ
の
吹
か
る
る
岬
馬
跳
ね
る

夏
草
や
面
影
若
く
兵
眠
る

灼
く
る
日
の
思
ひ
は
遥
か
終
戦
忌

薪
た
き
ぎ

　の
う能
小
鼓
ポ
ン
と
星
ひ
と
つ

わ
が
身
入
る
肩
巾
ほ
ど
の
片
蔭
に

上　

町
：
川　

崎　

忠　

康

寺　

里
：
谷　

口　

秀　

子

串　

間
：
島　

田　

ミ
ネ
子

上
小
路
：
木　

島　

サ
イ
子

仲　

町
：
矢　

野　

欽　

子

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

人
生
の
よ
さ
も
悪
さ
も
教
え
て
く
れ
た
優
し
き
姉
は
逝
き
て
花
咲
く

陽
を
受
け
て
虹
色
に
映
ゆ
ひ
と
つ
ぶ
の
小
さ
な
ト
マ
ト
を
愛
し
み
て
摘
む

潮
の
香
と
緑
の
風
を
は
ら
ま
せ
て
「
今
日
も
や
る
ぞ
」
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
握
る

山
百
合
の
花
に
遊
べ
る
番
い
蝶
は
な
の
い
と
な
み
折
ら
ず
に
帰
る

雨
つ
づ
く
川
の
水
嵩
増
し
き
た
り
堤
防
の
土
手
水
越
す
怖
さ

（
一
般
投
稿
句
）
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ビタミンとお薬

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 薬剤師

鶴
つる
岡
おか
　裕

ゆう
子

こ

今
年
の
夏
は
例
年
に
も
増
し
て
暑
さ

が
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。
暑
い
と

血
行
が
良
く
な
り
発
汗
量
が
増
え
る
た
め

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
糖
質
な
ど
が
不
足
し
た

り
、
効
率
よ
く
代
謝
さ
れ
ず
に
老
廃
物
が

蓄
積
し
た
り
す
る
と
、
疲
れ
を
感
じ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
疲
れ
を
感
じ
る
時
こ
そ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
糖
質
・
た
ん
ぱ
く
質
・

脂
質
を
、
ま
た
効
率
の
良
い
代
謝
の
た
め

に
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
バ
ラ
ン

ス
よ
い
食
事
を
毎
日
続
け
る
こ
と
は
口
で

言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

さ
て
昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
で
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
製

品
化
し
た
も
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
基

本
は
も
ち
ろ
ん
食
事
か
ら
の
栄
養
で
す
が
、

不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
は

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
ビ
タ
ミ
ン
に
焦

点
を
あ
て
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
取
る
際
の

注
意
点
や
お
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
の
お
話
を
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
は
不
足
し
て
も
ダ
メ
！
　
取
り

す
ぎ
て
も
ダ
メ
！

　

ビ
タ
ミ
ン
は
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な

栄
養
素
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
は
体

の
中
で
作
る
こ
と
が
で
き
ず
食
物
か
ら
取

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
不
足
す
る
と

欠
乏
症
、
取
り
す
ぎ
る
と
過
剰
症
と
い
う

健
康
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
１
日
の
食
事
か
ら
取
る
ビ
タ
ミ
ン
の
量

を
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
の
中
で

定
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
定
め
ら
れ
て
い

る
各
ビ
タ
ミ
ン
の
「
推
奨
量
」
ま
た
は
「
目

安
量
」
と
は
、
欠
乏
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
１
日
に
食
品
か
ら
取
る
べ
き
量
、
反
対

に
「
耐
容
上
限
量
」
と
は
過
剰
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
上
限
を
示
し
た
値
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
に
は
水
に
溶
け
る
水
溶
性
ビ

タ
ミ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
・
Ｃ
、
パ
ン
ト
テ

ン
酸
、
葉
酸
、
ビ
オ
チ
ン
、
ナ
イ
ア
シ
ン
）

と
水
に
溶
け
な
い
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｋ
）
が
あ
り
ま
す
。

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
余
分
に
取
っ
て
も
尿

と
一
緒
に
体
の
外
へ
排
出
さ
れ
る
の
で
、
耐

容
上
限
量
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
（
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
葉
酸
に
は
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
）。
上
限
が
無
い
と
な
る

と
た
く
さ
ん
取
り
た
く
な
り
ま
す
が
、
例

え
ば
お
肌
に
い
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
大
量
に

取
っ
て
も
消
化
管
か
ら
の
吸
収
率
が
下
が

り
尿
へ
出
て
い
く
量
が
増
え
る
だ
け
だ
と

い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
１

日
に
３
〜
４
ｇ
ほ
ど
の
多
量
を
摂
取
す
る

と
、
下
痢
や
吐
き
気
な
ど
胃
腸
へ
の
影
響

が
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
水
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
と
い
え
ど
も
や
は
り
取
り
過
ぎ
は
お

勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
過
剰
症
が
問
題
と
な

る
の
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。
信
頼
で

き
る
メ
ー
カ
ー
が
販
売
し
て
い
る
サ
プ
リ

メ
ン
ト
に
は
成
分
量
と
１
日
に
取
る
量
が

必
ず
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
病
院
で

も
ら
う
お
薬
と
同
じ
よ
う
に
１
日
量
を
き

ち
ん
と
守
っ
て
上
手
に
日
々
の
食
事
に
プ

ラ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

お
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
取
る
際
に
は
お
薬

と
の
飲
み
合
わ
せ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
時
に
病
院

か
ら
出
さ
れ
る
抗
生
物
質
は
、
感
染
症
の

原
因
で
あ
る
菌
を
殺
す
働
き
を
し
ま
す
が
、

同
時
に
腸
内
細
菌
に
ま
で
影
響
を
与
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
の
体
の
中
で
腸

内
細
菌
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
の
欠
乏
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
抗
生
物
質
の
服

用
は
通
常
は
短
期
間
な
の
で
過
度
の
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
が
、
病
気
に
よ
っ
て
長
期

間
服
用
さ
れ
る
方
は
そ
う
い
っ
た
ビ
タ
ミ

ン
の
補
給
を
心
が
け
る
と
よ
い
で
す
。

　

風
邪
で
熱
が
出
た
時
な
ど
に
飲
む
解

熱
鎮
痛
薬
（
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
）
は
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
吸
収
を
妨
げ
体
内
の
濃
度
を
下

げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
葉
酸
の

活
性
を
下
げ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
免
疫
力
を
高
め
て
風

邪
の
症
状
を
和
ら
げ
る
働
き
も
あ
る
の
で

一
緒
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
補
給
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、

ホ
ッ
ト
レ
モ
ン
な
ど
で
も
い
い
で
す
よ
）。

　

今
回
例
に
挙
げ
た
の
は
ほ
ん
の
一
例
で

す
。
ま
た
、
鉄
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
に
も
お
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
に
注

意
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
取
る
際
、
現
在
飲
ん
で
い
る
お

薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
が
気
に
な
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
一
度
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
年　
金　

Pension

国
民
年
金
基
金
か
ら
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
自
営
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方

た
ち
が
、
よ
り
豊
か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
人
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
だ
け

で
す
が
、
次
の
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

①
第
１
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

②
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
と
き

③
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
と
き

④�

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
に
な
っ

た
と
き

●
国
民
年
金
基
金
の
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
終
身
年
金
が
基
本

・�

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
終
身
年
金
（
Ａ

型
・
Ｂ
型
）
が
基
本
で
す
の
で
長
生
き
リ

ス
ク
に
対
応
で
き
ま
す

②
年
金
額
が
確
定
、
掛
金
額
も
一
定

・�

掛
金
の
支
払
い
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
確
定
し
ま
す

・�

加
入
時
の
掛
金
は
60
歳
ま
で
変
更
な
し

③
税
制
上
の
優
遇

・�

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

・�

受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
対
象

④�

万
が
一
の
時
は
家
族
に
遺
族
一
時
金
支
給

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

・�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、
年
金
額
や
受

取
期
間
を
設
定
で
き
ま
す

・�

加
入
後
も
年
金
・
掛
金
の
額
を
口
数
単
位

で
増
減
で
き
ま
す

・�

掛
金
を
年
度
分
全
納
す
る
と
割
引
あ
り

●
給
付
の
種
類

　

国
民
年
金
基
金
の
給
付
は
、
老
齢
年
金
と

遺
族
一
時
金
で
す
。 

・�

基
金
の
加
入
資
格
を
途
中
で
喪
失
し
た
場

合
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ず
、
掛
金
を
納
め

た
期
間
に
応
じ
た 

年
金
が
将
来
支
給
さ

れ
ま
す
。

・�

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

受
給
す
る
方
は
、
繰
り
上
げ
受
給
期
間
中

は
基
金
か
ら
国
民
年
金
の
付
加
年
金
に
相

当
す
る
部
分
だ
け
を
受
け
取
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
９
８
５
︱
25
︱
０
０
９
０

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基

礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除

な
ど
の
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
の
お
申
し
込
み
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
城
年
金
事
務
所
☎
０

９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、
市
民
生
活
課

市
民
係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

◎
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ Japan International Cooperation Agency

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
談
＆
説
明
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
以
下
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
平
成
22
年
度
の
秋
募
集
と

し
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
、
技
術
や
経
験
を

生
か
し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
た
ち
と
共
に

生
活
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
自
助

努
力
を
促
進
さ
せ
る
形
で
、
協
力
活
動
を
展

開
し
て
い
く
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
中
南
米
の
日
系
人
・
日
系
社
会

へ
の
協
力
を
通
じ
て
、
そ
の
国
の
人
た
ち
や

社
会
へ
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

青
年
海
外
協
力
隊

・�

募
集
人
数
＝
未
定
（
平
成
21
年
度
秋
募
集

の
合
格
者
は
７
６
４
人
）

・�

募
集
分
野
＝
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操

作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行
政
の
８
部
門
、
約

１
２
０
職
種

・�

派
遣
国
＝
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

大
洋
州
、
中
近
東
な
ど
計
約
80
カ
国

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・�
募
集
人
数
＝
未
定
（
平
成
21
年
度
秋
募
集

の
合
格
者
は
36
人
）

・�

募
集
分
野
＝
教
育
文
化
、
保
健
衛
生
、
福

祉
部
門
を
中
心
に
約
10
職
種
、
日
本
語
教

育
が
大
半

・�

派
遣
国
＝
中
南
米
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ

リ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
メ
キ
シ
コ
、
パ

ラ
グ
ア
イ
）
地
域
の
日
系
団
体

・�

募
集
期
間
＝
10
月
１
日
（
金
）
〜
11
月
８

日
（
月
）

・�

応
募
資
格
＝
11
月
８
日
時
点
で
満
20
歳
か

ら
満
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

※�

派
遣
国
は
要
請
の
追
加
や
取
り
止
め
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

派
遣
ま
で
の
流
れ

①
応
募

②�

一
次
選
考
（
書
類
選
考
）
＝
所
定
の
応
募

書
類
（
健
康
診
断
書
含
む
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
送
付

③�

二
次
選
考
＝
面
接
、
語
学
試
験
、
健
康
診

断
、
実
技
試
験
（
該
当
職
種
の
み
）

④
派
遣
前
訓
練

⑤
派
遣

・�

派
遣
期
間
＝
原
則
と
し
て
２
年
間
（
赴
任

形
態
は
単
身
赴
任
と
な
り
ま
す
）

・�

待
遇
な
ど
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
、

往
復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、
住
居
費
、
国

内
積
立
金
な
ど
を
支
給

体
験
談
お
よ
び
説
明
会

・�

宮
崎
開
催
会
場
＝
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階

大
会
議
室

・�

日
時
＝
10
月
６
日
（
水
）
、
10
月
23
日

（
土
）
午
後
７
時
開
催

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

九
州
）
市
民
参
加
協
力
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

班
☎
０
９
３
︱
６
７
１
︱
８
３
４
９
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自主性を持った子どもたち

　８月11日はもち米の稲刈り体験
を行いました。このお米は４月に
全校児童で田植えしたもの。その
後５年生が成長を観察しながら、
雑草取りや肥料やり、かかしを立
てて世話しました。この日は５・
６年生がかまで刈った稲を、４年
生以下の子どもたちが運搬、千歯
こぎや足ふみ脱穀機などを使って
脱穀しました。このもち米は12月
に餅つきをして、地域の高齢者の
方々と味わいます。また、できた
お餅は、田植えから稲刈りまでお
世話になったＪＡはまゆう青年部、
保護者、地域の方々をはじめ、日
ごろお世話になった皆さんに、感
謝の気持ちを込めて贈ります。

「元気」「やる気」「勇気」「根気」がいっぱい輝く学校を目指しています。

感謝の気持ちを持って収穫

稲刈り体験

学校へ行こう
■ 北方小学校

図書館に行こう

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
串
間
市
立
北

方
小
学
校
（
小お

川が
わ

勇ゆ
う

一い
ち

校
長
）。
全
校

児
童
83
人
、
職
員
13
人
と
人
数
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
い
っ
ぱ
い

に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
取
り
組
み

　

学
校
で
は
「
元
気
」「
や
る
気
」「
勇

気
」「
根
気
」
が
い
っ
ぱ
い
輝
く
学
校

を
目
標
に
、
児
童
、
先
生
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
に
「
ス
ゲ
エ
あ

い
さ
つ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
ス
・
進
ん
で
」「
ゲ
・
元
気

に
」「
エ
・
笑
顔
で
」
あ
い
さ
つ
す
る
、

と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
あ
い

さ
つ
は
地
域
の
方
々
や
、
学
校
を
訪

れ
た
方
々
か
ら
も
大
変
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
毎
朝
の
玄
関
前
で
の
あ
い

さ
つ
運
動
は
、
朝
早
く
登
校
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
が
、
玄
関
前
で
次
々

に
登
校
し
て
く
る
児
童
に
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
。
あ
と
か
ら
登
校
し
て

き
た
子
ど
も
た
ち
も
、
そ
の
あ
い
さ

つ
の
列
に
加
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
６
年
生
は
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
登
校

す
る
と
、
玄
関
や
体
育
館
前
周
辺

を
き
れ
い
に
清
掃
。
こ
の
２
つ
の
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
代
々
受

け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
、
先
輩
た

ち
の
姿
を
見
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、

自
主
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
大
人
に

　
「
北
方
小
の
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
素
直
で
、
目
が
生
き
生
き
と
輝
い

て
い
ま
す
。
伸
び
る
要
素
が
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
小
川
校
長
。「
保
護
者
の

方
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
な
ら
労
を
惜
し
ま
ず
協
力

し
て
く
れ
ま
す
。
素
直
さ
や
優
し
く

温
か
い
心
を
持
ち
続
け
、
親
や
地
域

の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

学校のシンボル、せんだんの木の前で撮影。

[

今
月
の
新
刊]

ゆ
ん
で
め
て
（
畠
中
恵
）
リ
ア

家
の
人
々
（
橋
本
治
）
若

き
日
の
友
情
（
辻
邦
生
）
あ
ん
じ
ゅ

う
（
宮
部
み
ゆ
き
）
ラ
ン
プ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
大
崎
善
生
）
悪
の
教
典
・
上

下
（
貴
志
祐
介
）
窓
の
外
は
向
日
葵

の
畑
（
樋
口
有
介
）
儲
け
す
ぎ
た
男

（
渡
辺
房
男
）
お
と
う
と
の
木
（
宮

ノ
川
顕
）
確
信
犯
（
大
門
剛
明
）
湖

底
の
城
１
巻
（
宮
城
谷
昌
光
）
御
当

家
七
代
お
祟
り
申
す
（
佐
藤
雅
美
）

シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
（
奥
泉
光
）
ふ
た
つ

の
枷
（
古
処
誠
二
）
無
頼
無
頼
ッ
！

（
矢
野
隆
）
乙
女
の
密
告
（
赤
染
晶

子
）
島
に
戦
争
が
来
た
（
加
藤
幸
子
）

昭
和
質
店
の
客
（
佐
江
衆
一
）
ア
ル
バ

ト
ロ
ス
は
羽
ば
た
か
な
い
（
七
河
迦

南
）
な
ん
と
な
く
・
青
空
（
工
藤
直

子
）
ひ
そ
や
か
な
花
園
（
角
田
光
代
）

白
い
道
（
吉
村
昭
）
そ
の
こ
ろ
、
白
旗

ア
パ
ー
ト
で
は
（
伊
藤
た
か
み
）
原
稿

零
枚
日
記
（
小
川
洋
子
）
先
生
の
あ

さ
が
お
（
南
木
佳
士
）
西
巷
説
百
物

語
（
京
極
夏
彦
）
ブ
レ
イ
ズ
メ
ス
１

９
９
０
（
海
堂
尊
）
三
千
枚
の
金
貨
・

上
下
（
宮
本
輝
）
星
と
輝
き
花
と
咲

き
（
松
井
今
朝
子
）
赦
し
（
矢
口
敦

子
）
悪
道
（
森
村
誠
一
）
浅
草
の
お
ん

な
（
伊
集
院
静
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

交流員レポート
タ
イ　
パ
ー
ト
１

第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

○○ was a lot of fun.

○○はとても楽しかった。

Example:�Thailand was a lot of 
fun.

例：�タイはとても楽しかった。

This month's expression   

暑
い
で
す
ね
！　

さ
す
が
九
州

の
夏
。
そ
ん
な
暑
い
中
九
州

を
離
れ
て
タ
イ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

福
岡
空
港
か
ら
５
時
間
半
、
入
国

続
き
を
済
ま
せ
て
、
外
に
出
た
瞬
間

タ
イ
の
呼
び
込
み
と
の
バ
ト
ル
が
始

ま
り
ま
し
た
。「
タ
ク
シ
ー
？　

安

い
よ
、
兄
ち
ゃ
ん
！
」
首
を
振
り
な

が
ら
歩
き
続
け
ま
す
。
タ
イ
に
来
た

こ
と
が
あ
る
友
だ
ち
に
「
声
を
か
け

て
く
る
タ
ク
シ
ー
に
は
乗
る
な
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
。
正
式
な
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
で
タ
ク
シ
ー
を
ゲ
ッ

ト
。
は
っ
き
り
言
っ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な

タ
ク
シ
ー
。
窓
が
開
か
な
い
か
ら
高

速
の
料
金
所
は
ド
ア
を
開
け
る
運
転

手
。
何
故
か
タ
イ
米
の
香
り
が
す
る

車
内
。
タ
イ
に
来
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
窓
の
外
は
見
知
ら
ぬ
風
景

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
王
様
の
写
真

が
や
た
ら
と
多
い
の
に
気
が
付
い
て

び
っ
く
り
。
街
角
、
道
路
の
上
、
車

の
中
。
み
ん
な
王
様
が
大
好
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

タ
ク
シ
ー
を
降
り
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
直
行
。
バ
ン
コ
ク
で
も
有
名
な

カ
オ
サ
ン
通
り
に
あ
っ
て
見
つ
け
や

す
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
タ
イ
の
猛
暑
を
ひ
た

す
ら
歩
き
回
る
事
30
分
、
や
っ
と
見

つ
か
り
ま
し
た
。
か
ば
ん
を
部
屋
に

置
き
、
カ
オ
サ
ン
通
り
を
探
検
！　

と
思
っ
た
ら
ビ
ー
ル
が
安
い
こ
と
に

気
が
つ
き
、
早
速
バ
ー
に
入
り
ま
し

た
。
お
店
の
前
が
カ
オ
サ
ン
通
り
に

向
か
っ
て
開
い
て
い
る
の
で
雰
囲
気

も
味
わ
え
る
。
お
？　

こ
の
ビ
ー
ル

う
ま
い
！　

以
前
に
飲
ん
だ
ビ
ー
ル

よ
り
も
好
み
。
こ
こ
で
１
週
間
の
作

戦
を
練
り
、
タ
イ
の
上
手
い
ご
飯
を

食
べ
な
が
ら
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

タ
イ
の
体
験
記
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
す
！　

で
も
書
く
欄
が
無
く

な
っ
た
の
で
来
月
の
タ
イ
・
パ
ー
ト

２
ま
で
。
コ
ッ
プ
ン
カ
ッ
〜
プ
（
タ

イ
語
で
あ
り
が
と
う
）。

タイのバーにて

９
月
の
テ
ー
マ
展
示

い
は
ん
き
の
あ
き
や
す
み

今日は学校の運動会。お母ちゃんがお弁
当をつくろうとしたら、炊飯器のふたが
開かなくなった。すると、炊飯器に顔と
手足がついて、しゃべりはじめた！　し
かも、運動会に出たいと言い出して…。

村上　しいこ／著

す
火

平田　英徳 他／著

「埋火」第72号が発刊されました。山内
学／後藤等／松田　惟怒／桑山靖子／島
田洋子／清水しづ子／隈本隆子／得能哲
夫／田中勢津子／久保田伸治／城野蒼一
／著　俳句、詩、短歌、随筆、小説が綴ら
れています。

埋

秋といえば食べ物、読書、音楽の秋！　今
月は「クラシック」をテーマに入門書やク
ラシックの解説書、作曲家の音楽の世界
などさまざまな角度からみたクラシック
書籍を集めています。自分に合った心地
よい１曲を探してみませんか？

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
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◎�必要な物＝本籍記載の住民票（免状
に住所が記載されていて変更のない
方は不要です）、現免状、認印
◎�受講料＝更新の方、９千円（写真代、
郵送料などすべて含む）、失効の方
はお問い合わせください
※�有効期限の１年前から更新できま
す。早めに更新されても有効期間は
短縮されません。
◎�問い合わせ先＝西岡海事事務所
　☎０１２０−76−５５５４（通話料無料）

　大雨や台風の季節となりました。市
民の皆さまには、樹木や木の枝などの
管理をよろしくお願いします。また、県
の管理する道路・歩道上に張り出して
いる木の枝などは、個人所有のもので
あっても、通行に支障をきたす部分は
緊急に串間土木事務所が除去させてい
ただくことがあります。皆さまのご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。
◎�問い合わせ先＝串間土木事務所総務
課管理担当☎ 72−０１３４

　日本遺族会では、戦没者遺児による
慰霊友好親善事業の参加者を募集して
います。戦没した地域を訪れ、慰霊追
悼を行うとともに、地域住民との友好
親善を図ることを目的としています。
◎対象＝戦没者遺児
◎費用＝参加費８万円
◎実施地域
・ソロモン諸島（申込締切９月13日）
・��ボルネオ・マレー半島（申込締切９
月27日）
・�マーシャル諸島（申込締切10月12
日）
・ミャンマー（申込締切10月15日）
・マリアナ諸島（申込締切12月15日）
・洋上慰霊（申込締切12月５日）
※�日程・申し込みなどの詳細につきま
してはお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝日本遺族会事業課事
業係☎03−３２６１−５５２１（内
線３６５６）

　オウム真理教によって行われた犯罪
行為（地下鉄サリン事件、松本サリン
事件など法律で定められた８事件）に
より亡くなられた方のご遺族、障がい
が残った方などに対して、国から給付
金が支給されます。詳しくはお問い合
わせください。
◎�申請期限＝ 12 月 17 日まで
※�やむを得ない理由により、この期間
内に申請ができなかったときは、そ
の理由がなくなった日から６カ月以
内に限り申請できます。
◎�問い合わせ先＝串間警察署☎ 72−
０１１０、県警察本部警務課犯罪被
害者支援室☎０９８５−31−０１１０

　10 月１日、全国一斉に国勢調査が
行われます。調査の結果は、福祉、雇
用、防災、環境など皆さんの生活に密
着した問題を考える行政上の大切な基
礎資料となります。提出された調査票
は統計上の目的以外に使用することは
ありません。９月下旬から世帯ごとに
調査員が伺いますので、調査へのご協
力をお願いいたします。
　あなたの調査票には日本の大切な未
来がつまっています。
予想人口当てクイズに応募しよう
  国勢調査の串間市の予想人口を募集
します。ふるってご応募ください。
◎応募資格＝串間市に居住している人
◎応募方法＝ハガキに
①予想人口
②郵便番号
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢
⑥電話番号
以上をご記入ください。
※�応募数は１人１枚まで、ハガキ１枚
につき１答
◎締め切り＝ 10 月１日（金）

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

※当日消印有効
◎賞金および賞品
・１等（１人）＝１万円分の商品券
・２等（２人）＝５千円分の商品券
・３等（２人）＝２千円分の商品券
◎ヒント！！「人口の推移」
・�平成12年10月１日＝２３,６４７人
（国勢調査実施）
・�平成17年10月１日＝２２,１１８人
（国勢調査実施）
・平成18年10月１日＝２１,７９６人
・平成19年10月１日＝２１,４４８人
・平成20年10月１日＝２１,００５人
・平成21年10月１日＝２０,６８３人
◎�当選者の決定方法＝平成 23年２月
末日までに統計局が公表する串間市
の人口に一致したものまたは最も近
いものから順位を定め、当選者を決
定。当選者複数の場合は、事務局抽
選により決定。
◎�当選発表＝本人に通知（平成 23年
３月ころ）
◎�応募・問い合わせ先＝串間市役所総
合政策課内予想人口当てクイズ係
〒８８８−８５５５（住所不要） ☎
内線２６５・２６６

　猛威を振るう口蹄疫対策に役立てて
ほしいと、串間市に義援金をご寄付い
ただきました。
ご寄付いただいたのは次の方々です
（８月 13日までの受付分）。
◎�寄付者＝串間商工会議所、串間市地
場産業振興対策協議会、ホンダカー
ズ串間（敬称略）
　皆さまの善意、ありがとうございま
した。
【おわびと訂正】
　広報くしま８月15日号４ページ「平
成 22年第４回串間市議会（６月定例
会）審議結果一覧」内、「市長選出」
は「市長提出」の誤りでした。おわび
して訂正いたします。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

◎�受験資格＝①高校卒業者（見込含）
で 21歳未満の者（推薦については
高等学校長の推薦などが別途必要で
す）②高校卒業者（見込含）で 21
歳未満の者（自衛官は 23 歳未満）
③高校卒業者（見込含）で 21歳未
満の者④高校卒業者（見込含）で
24歳未満の者
◎�受付期間＝①９月６日〜９月９日②③
④９月６日〜10月１日
◎�試験日＝①９月25・26日②１次試験
11月６・７日、２次試験12月14〜
18日③１次試験10月30日・31日、
２次試験12月８〜10日④１次試験
10月23日、２次試験11月20日・
21日
◎�合格発表＝①11月2日②③平成 23
年２月10日④平成 23 年１月７日
◎�採用時期＝①②③平成 23年４月上
旬④平成 23年３月下旬〜４月上旬
　受験資格には、ほかにも条件があり
ます。詳しくはお問い合わせください。
◎�申込・問い合わせ先＝自衛隊日南地
域事務所☎ 23—１３６０

　ハッピー串間つながり隊では、第１
回ドレスアップ大作戦を開催します。
普段はなかなか体験できないドレスを
着て、健康づくりを学ぶイベントです。
参加をお待ちしています。
※�この事業は平成22年度市民発！に
ぎわい創出事業の採択事業です。
◎�日時＝ 10 月 16 日（土）午前 10
時〜午後２時
◎場所＝串間温泉いこいの里
◎�内容＝ドレスアップ後、記念撮影と
食事をしながらの交流会を行います
◎�対象者＝高齢者の方であればどなた
でも参加できます（先着 10組）
◎参加料＝２千円（食事代を含む）
◎�問い合わせ先＝ハッピー串間つなが
り隊会長鎌田芳徳☎ 75−２６３９

◎�日時＝９月 25日（土）午前９時半
より受付、10時開始
◎場所＝串間市アクティブセンター

　市では保育士の臨時職員を募集して
います。勤務条件など、詳細について
は市総務課までお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝総務課職員係☎内線
３１３

　日南公証役場で法律相談所が開設さ
れます。内容は、遺言、相続、高齢者
などの財産管理など無料で相談が受け
られますので、気軽にご利用ください。
なお、予約制になっていますので、平
日に事前の電話予約が必要です。
◎�日時＝９月 12 日（日）午前 10 時
〜午後４時
◎�問い合わせ先＝日南公証役場☎２３
−５４３０（受付時間午前８時半〜
午後５時）

　日本脳炎の予防接種については、厚
生労働省の勧告により積極的な勧奨を
控えてきましたが、今年度は３歳に対す
る初回接種の積極的な勧奨を行うこと
となりました。また、本年度３歳に達す
る子ども以外でも、本人や保護者が特
に希望する場合には対象年齢内であれ
ば接種できます。また、【Ⅱ期】９歳か
ら13歳に関しましては、新ワクチンの
使用が現段階では認められていないた
め、現時点での接種はできません。厚
生労働省では未接種のまま対象年齢を

超過した方への対応も含め、使用の可
否について速やかに検討するとしており
ますので、お待ちください。新たな情
報が入り次第お知らせします。
◎�対象年齢＝【Ⅰ期】３歳〜７歳６ヵ
月未満
◎料金＝無料
◎�持参する物＝母子健康手帳・予診票
◎�医療機関＝のだ小児科医院、とめの
ファミリークリニック、英医院、市
木診療所、中島医院、本城診療所
※�ポリオ生ワクチン以外は年間通して
いつでも予防接種が受けられます。
対象年齢に達したら、実施医療機関
に問い合わせて早期の接種をお勧め
します。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎ 72−０３３３（内線５０３）

　平成16 年４月２日から平成19 年10
月１日生まれのお子さんは、現在お持ち
の乳幼児医療費受給資格証の有効期間
が平成 22年９月30日までとなってい
ますので、更新手続きが必要です。
◎�対象者＝平成 16年４月２日〜平成
19年 10月１日生まれのお子さん
◎�日程＝９月14日（火）〜９月30日
（木）まで（土・日曜日、祝日を除く）
◎�更新場所＝串間市総合保健福祉セン
ター内福祉保健課子育て支援係また
は各支所
◎�持ってくる物＝お子さんの保険証、
印鑑、現在お持ちの乳幼児医療費受
給資格証
※対象者には詳細を別途通知します。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎ 72−０３３３（内線５０４）

　平成 22年度の防衛大学校学生、防
衛医科大学校学生、看護学生を募集し
ます。
◎�募集種目＝①防衛大学校学生（推薦）
②防衛大学校学生（一般）③防衛医
科大学校学生④看護学生

防衛大学校学生募集のお知らせ

保育士募集のお知らせ

乳幼児医療費
受給資格証更新手続きの
お知らせ

無料日曜相談所開設の
お知らせです

口蹄疫義援金
ありがとうございました

日本脳炎予防接種を
受けましょう

平成22年国勢調査の実施と
予想人口当てクイズ

オウム真理教による
犯罪行為を受けた方・ご遺族に
給付金が支給されます

ドレスアップ大作戦参加者募集

小型船舶免許講習会

土木事務所からのお知らせ

戦没者遺児による
慰霊友好親善のお知らせ
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

串
間
は
第
二
の
ふ
る
さ
と

●
佳
鳳
さ
ん

　

父
が
亡
く
な
っ
て
３
回
目
の
夏
が

き
ま
し
た
。
父
は
こ
の
串
間
の
地
で

30
年
以
上
も
仕
事
を
し
、
串
間
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
１
人
で
す
。
縁
あ
っ

て
わ
た
し
も
数
年
前
か
ら
串
間
に
住

ん
で
い
ま
す
。
父
の
思
い
出
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
こ
の
場
所
を
、
時
間

の
許
す
限
り
い
ろ
ん
な
場
所
に
足
を

運
び
、
い
ろ
ん
な
方
と
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

串
間
の
方
た
ち
は
、
み
ん
な
温
か

い
心
を
持
っ
た
方
ば
か
り
で
、
本
当

に
心
が
和
み
ま
す
。

　

先
日
、偶
然
に
も
父
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
方
に
会
い
、
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
場

で
の
父
の
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
父
が
頑
張
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
へ
の
喜
び
な
ど
、
い
ろ
ん
な
思

い
が
心
を
駆
け
巡
り
、
こ
み
上
げ
て

く
る
涙
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

父
に
と
っ
て
も
わ
た
し
に
と
っ
て

も
、串
間
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

串
間
を
愛
し
た
お
父
さ
ん
の
思
い

出
を
た
ど
る
と
い
う
の
は
、
貴
重
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
亡
く

な
ら
れ
た
後
に
新
し
い
発
見
が
あ
る

と
い
う
の
も
、
と
て
も
す
て
き
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
佳
鳳
さ
ん
も
お

父
さ
ん
と
同
様
に
、
こ
の
串
間
を
気

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
に
思

い
ま
す
。

市
民
病
院
の
み
な
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

●
草
花
ち
ゃ
ん

　

毎
月
広
報
く
し
ま
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
裏
表
紙
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

写
真
、
７
月
分
は
ア
ジ
サ
イ
で
し
た

が
、
ビ
ワ
の
写
真
に
引
き
続
き
、
２

枚
目
の
し
お
り
を
作
り
ま
し
た
。
と

て
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

市
民
病
院
に
入
院
、
手
術
す
る
こ
と

と
な
り
、
昔
の
病
院
と
は
想
像
も
つ

か
な
い
市
民
病
院
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
朝
７
時
こ
ろ
に
は
回
診
、
午

後
か
ら
の
回
診
も
６
時
〜
７
時
と
先

生
の
身
体
を
心
配
し
て
し
ま
う
ほ
ど

の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
整
形
外
科
の
先
生
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

看
護
師
さ
ん
た
ち
も
気
さ
く
に
話

を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

体
に
気
を
つ
け
て
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

広
報
紙
の
裏
表
紙
が
そ
の
よ
う
な

形
で
役
立
っ
て
い
る
と
は
、
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
手
術
後
の
経
過
は
い
か

が
な
の
で
し
ょ
う
か
。
草
花
ち
ゃ
ん

さ
ん
も
お
体
に
は
お
気
を
つ
け
い
た

だ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
く
し
ま

を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

言
葉
と
気
持
に
感
動
し
ま
し
た

●
ミ
ッ
チ
ー
さ
ん

　

６
月
25
日
、
わ
た
し
の
38
回
目
の

誕
生
日
に
、
人
生
の
い
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
強
い
雨
が
降
っ
た
り
や

ん
だ
り
の
日
で
し
た
。
５
歳
の
長
女

と
夕
方
、
四
季
彩
館
ほ
り
ぐ
ち
本
店

に
買
い
物
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

ち
ょ
う
ど
着
い
た
時
、
雨
が
や
ん
で

い
た
の
で
カ
サ
を
持
た
ず
に
店
内
に

入
り
ま
し
た
。
買
い
物
を
終
え
車
に

戻
ろ
う
と
し
た
時
に
大
雨
が
降
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
女
と
２
人
、
雨
が
小
降
り
に
な

る
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
近
く
に
い

た
60
歳
後
半
く
ら
い
の
奥
さ
ま
が
市

の
ご
み
袋
（
店
で
買
っ
た
ば
か
り
の

物
）
を
取
り
出
し
、
防
空
頭
巾
の
形

を
作
り
、
わ
た
し
と
娘
に
「
こ
れ
を

か
ぶ
っ
て
い
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
の
で
す
。
わ
た
し
は
「
も
っ
た
い

な
い
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
」
と
断
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
奥
さ
ま

が
「
子
ど
も
が
濡
れ
た
ら
た
い
へ
ん
。

も
っ
た
い
な
い
は
こ
う
い
う
時
に
使

う
言
葉
で
は
な
い
の
よ
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
も
の
す
ご
く
そ
の
お

言
葉
と
お
気
持
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
防
空
頭
巾
の
形
に
な
っ
た
ご

み
袋
を
い
た
だ
き
、
娘
と
２
人
さ
ほ

ど
濡
れ
ず
に
車
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

あ
の
時
の
奥
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
み
袋
を
渡
さ
れ
た
奥
さ
ま
の
言

葉
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
串
間
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
や
り
や
優
し

さ
が
、
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
ね
。
な
か
な
か
で
き

る
こ
と
、
言
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ミ
ッ
チ
ー
さ
ん
の
お
便
り
を

読
ん
で
、
自
分
も
こ
ん
な
す
て
き
な

大
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
と
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
。

金
魚
は
そ
う
め
ん
が
大
好
き

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

梅
雨
が
よ
う
や
く
明
け
て
、
初
夏

の
空
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
遠

し
か
っ
た
プ
ー
ル
や
海
な
ど
で
の
水

浴
び
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
夏
ま
つ
り
も

開
催
さ
れ
て
金
魚
屋
さ
ん
も
露
天
に

現
れ
よ
う
。

　

孫
た
ち
が
小
学
生
の
時
、
仲
町

の
あ
た
ご
祭
で
金
魚
す
く
い
に
挑
戦

し
６
匹
を
獲
得
し
た
。
持
ち
帰
っ
て

金
魚
は
雨
だ
れ
用
タ
ン
ク
に
入
れ
た
。

以
後
、
餌
は
そ
う
め
ん
ば
か
り
。
す

く
っ
た
孫
た
ち
は
大
学
生
と
な
り
県

外
に
い
る
の
で
、
金
魚
の
世
話
は
わ

た
し
が
や
っ
て
い
る
。

　

我
が
家
に
来
て
８
年
に
な
る
金
魚

さ
ん
。
も
う
成
魚
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
る
気
配

は
な
い
。
興
味
あ
り
だ
が
残
念
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
毎
日
そ
う
め
ん

を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
る
の

で
、
金
魚
さ
ん
た
ち
は
可
愛
い
。

　

露
店
の
金
魚
す
く
い
、
夏
の
風

物
詩
で
す
ね
。
僕
も
子
ど
も
の
こ
ろ

何
度
か
挑
戦
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
で
す
が
、家
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
、

長
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
記
憶
は
、

残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

８
年
と
い
う
と
、
金
魚
に
と
っ
て
は

な
か
な
か
の
高
齢
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
末
長

く
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

料
理
上
手
な
人
に
な
り
た
い

●
の
り
か
の
お
母
さ
ん

　

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
の
コ
ー
ナ
ー
見
ま

し
た
。
わ
た
し
も
昨
年
と
今
年
、ら
っ

き
ょ
う
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
空
き
地
に
少
し
多
く

植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ら
っ

き
ょ
う
は
ら
っ
き
ょ
う
酢
で
漬
け
る

こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
た
く
さ
ん
の
ら
っ
き
ょ
う
レ
シ

ピ
を
教
え
て
も
ら
い
、自
分
で
つ
く
っ

た
ら
っ
き
ょ
う
を
楽
し
ん
で
食
べ
て

い
ま
す
。
来
年
の
た
め
に
、
ま
た
植

お
客
さ
ん
が
来
る
よ
う
、
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

松
本
カ
オ
リ
さ
ん
か
ら
、
御
崎
馬

の
水
彩
画
が
書
か
れ
た
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
都
井

岬
観
光
ホ
テ
ル
は
閉
館
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、「
岬
の
駅
」
都
井
岬
を
は

じ
め
、
地
元
の
方
々
や
た
く
さ
ん
の

関
係
者
の
方
が
都
井
岬
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
松
本
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

●

　
「
広
報
く
し
ま
」
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た

こ
と
、
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ど

し
ど
し
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

表
紙
の
ご
夫
婦
や
、
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
・
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
コ
ー
ナ
ー
に
出

て
い
た
だ
け
る
方
、
随
想
コ
ー
ナ
ー

に
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
御
持

ち
し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

え
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
よ
り
た
く
さ
ん
の
料
理
法
を
、

図
書
館
に
行
き
本
を
借
り
て
、
マ
イ

ノ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
メ
モ
し
て
お
き

ま
す
。
少
し
で
も
料
理
上
手
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ら
っ
き
ょ
う
と
言
え
ば
酢
漬
け
か
、

生
ら
っ
き
ょ
う
を
酢
味
噌
で
食
べ
る

く
ら
い
し
か
、
僕
も
知
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
食
べ
方
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
ね
。
い
ろ
ん
な
食
材
を

い
ろ
ん
な
調
理
法
で
食
べ
て
み
る
の

も
勉
強
に
な
る
し
、
新
し
い
発
見
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

思
い
出
の
都
井
岬

●
松
本
カ
オ
リ
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
８
月
号
「
読
者
の

ペ
ー
ジ
」、
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
の
「
変
わ
り

ゆ
く
串
間
」
を
拝
読
し
て
、
都
井
岬

観
光
ホ
テ
ル
が
閉
館
し
た
こ
と
を
知

り
、
び
っ
く
り
と
さ
み
し
い
気
持
ち

の
一
人
で
す
。

　

福
岡
に
住
み
、
遠
い
昔
の
思
い
出

で
す
が
、
主
人
と
灯
台
下
で
写
真
を

撮
っ
た
こ
と
、
野
生
馬
が
四
季
折
々

の
中
で
育
ま
れ
る
そ
の
風
景
は
実
に

美
し
い
。
道
路
に
は
時
々
サ
ル
が
顔

を
出
し
見
送
っ
て
く
れ
た
り
、
帰
り

に
観
光
ホ
テ
ル
で
お
土
産
を
買
い
求

め
た
り
と
、
楽
し
ん
だ
遠
い
昔
…
。

　

岬
の
駅
が
で
き
て
ひ
と
安
心
。
Ｐ

Ｒ
や
品
物
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
、

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成22年８月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,394人（前月比 −28）
男 9,338人 女 11,056人
世帯数 8,759世帯

市民
憲章

2021	| Kushima City Public Relations, 2009.7, Japan



わ
た
し
は
、Ｉ
タ
ー
ン
２
年
目
で
す
。市
木
の
第
一
印
象
は
、

自
然
は
素
晴
ら
し
く
、
移
住
者
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
南
国
宮
崎
の
人
柄
は
、
あ
り
が

た
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
市
木
の
大
自
然
の
中
で
手
作
り
擬
似
餌
を
製

作
し
て
い
ま
す
。
ル
ア
ー
テ
ス
ト
は
最
高
の
環
境
。
工
房
の
目

の
前
に
市
木
川
が
あ
り
、
９
月
ご
ろ
か
ら
市
木
川
で
、
ル
ア
ー

を
使
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
釣
れ
だ
し
ま
す
。
海
も
車
で
数

分
で
、
石
波
海
岸
や
幸
島
や
鳥
島
や
築
島
な
ど
の
た
く
さ
ん

釣
り
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
一
年
中
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
楽

し
め
る
環
境
な
の
で
、
第
二
の
人
生
で
あ
る
擬
似
餌
製
作
に
専

念
す
る
決
意
で
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
な
り
に
、
市
木
を
紹
介
し
ま
す
。
山
あ
り
川
あ
り
海

あ
り
自
然
が
絵
画
の
よ
う
に
、
あ
る
時
は
水
墨
画
ま
た
あ
る
時

は
油
絵
、
ま
た
あ
る
時
は
、
水
彩
画
の
よ
う
に
３
６
５
日
い
ろ

い
ろ
な
芸
術
を
見
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
ぜ
い
た
く
!!

　

市
木
は
、
若
者
さ
ん
や
中
高
年
さ
ん
の
移
住
者
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
自
分
の
や
り
た
い
夢
、
こ
・
だ
・
わ
・

り
を
持
ち
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
は
祭
り
。
火
祭
「
市
木
柱
松
」
で
す
。
去
年
の
火
祭

の
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
「
飛
工
房
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
道
48
号
線
沿
い
の
石
波
か
ら
、
古
都
方
面
で
市
木
の
先

輩
方
が
発
見
し
た
「
梵
字
」
が
見
ら
れ
ま
す
し
、
南
浦
文
士

之
和
尚
様
の
歴
史
な
ど
い
ろ
い
ろ
発
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
市
木
の
古
都
地
区
は
、
約
70
年
以
上
前

は
旅
館
な
ど
が
あ
り
活
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
も
そ
の
当

時
の
面
影
が
少
し
だ
け
残
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
若
者
の
移
住

者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
不
景
気
で
仕
事
が
あ
ま
り
無
い
よ
う

で
す
の
で
、
農
家
や
漁
師
の
方
の
手
伝
い
を
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
自
治
会
長
さ
ん
が
仕
事
を
紹
介
し
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
も
い
ま
す
。
休
み
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
を
満
喫
し
て
、

不
便
を
楽
し
ん
で
い
る
み
た
い
で
す
。
み
な
さ
ん
元
気
で
表
情

も
豊
か
で
わ
た
し
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
!!

　

市
木
に
は
、
釣
り
倶
楽
部
が
あ
り
、
懇
親
会
に
ち
ょ
く
ち
ょ

く
お
誘
い
が
あ
る
の
で
、
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
非
常
に
助

か
り
、
擬
似
餌
の
製
作
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
倶
楽
部
に
消
防

団
団
長
が
入
っ
て
い
て
、
消
防
団
に
入
団
し
て
欲
し
い
と
説
得

さ
れ
入
団
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
３
日
朝
、
市
木
川

が
は
ん
ら
ん
の
恐
れ
が
あ
る
大
至
急
来
て
く
れ
と
の
電
話
が
。

初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
防
車
に
乗
り
見

回
っ
た
と
こ
ろ
、途
中
小
川
が
は
ん
ら
ん
寸
前
。
雨
も
大
降
り
、

雷
も
鳴
る
な
か
小
川
が
は
ん
ら
ん
し
道
が
浸
水
し
始
め
た
の

で
、
わ
た
し
と
も
う
一
人
で
道
を
封
鎖
し
ろ
と
の
命
令
。
雨
は

猛
烈
に
降
り
、
見
る
見
る
う
ち
に
道
路
が
川
に
。
住
民
の
方
か

ら
家
が
浸
水
し
そ
う
な
の
で
土
の
う
が
欲
し
い
と
の
連
絡
が
。

大
至
急
連
絡
し
、
ほ
か
の
団
員
が
土
の
う
を
積
み
上
げ
く
い
止

め
ま
し
た
が
、
市
木
川
は
ま
だ
危
な
い
状
況
で
し
た
。
10
時
間

以
上
待
機
状
態
。
夜
７
時
過
ぎ
に
解
除
。
緊
張
の
一
日
で
疲
れ

ま
し
た
が
、
地
区
に
少
し
だ
け
貢
献
で
き
た
の
で
は
？

　

今
回
の
体
験
で
地
球
の
環
境
問
題
を
よ
り
考
え
ま
す
。
便

利
よ
り
少
し
不
便
が
い
い
の
で
は
？　

わ
た
し
の
仕
事
は
、
遊

び
の
喜
び
や
夢
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
す
の
で
手
は
抜
け
ま

せ
ん
。
常
に
真
剣
勝
負
の
作
品
を
心
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
お
と

も
に
!!‌

　
工
房
に
市
木
の
風
が
!!

と
び
か
の
ぶ
お
（
54
歳
）
／
１
９
５
６
年
２
月
生
ま
れ
。
福
岡
の

デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業
。
写
真
館
の
企
画
課
入
社
。
５
年
後
ト
ッ
パ
ン

ア
イ
デ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ジ
オ
勤
務
。
３
年
後
料
理
を
専
門
の
先

生
に
弟
子
入
り
。
５
年
後
独
立
。
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ａ
設
立
。

16
年
前
か
ら
手
作
り
擬
似
餌
製
作
開
始
。
写
真
は
現
在
休
業
中
。
今

は
擬
似
餌
製
作
続
行
中
。
擬
似
餌
製
作
所 

「
飛
工
房
」
現
在
に
至
る
。

Profile

随
想
◎
飛
賀　

信
夫

▲自宅前にて撮影。飛び立つ前の一瞬です。

９月に入り、いよいよ串間の夏も後半戦。しかし、すでに
夏バテ気味です。そのためか、かなり大きめの口内炎

ができてしまいました。食事のたびに震えるほどの痛みを味
わっています。調子を整えて夏を乗り切りたいと思います（ナ）

福島地区・寺里にお住まいの岩本俊秀さん（29歳）、留美さ
ん（31歳）ご夫妻。俊秀さんはサッカー、野球、ゴルフとスポー
ツが大好き。「子どもが大きくなったら一緒にサッカーをした
い」という夢があります。一方の留美さんは、野菜や花を育て
るガーデニングが趣味。野菜が苦手な俊秀さんに「少しで
も野菜を食べてほしい」と、留美さんが愛情込めて育てた野
菜が食卓に並ぶこともしばしばです。将来の目標を尋ねると、
「健康で幸せな家族です」と、笑顔で答えるお二人でした。

今月の表紙

小用あり家族で上京した。久しぶりの都会に、無理して
時間を作り街を練り歩く。程なく人とコンクリートジャ

ングルの熱気にあたり、休憩を繰り返し、早々に退散。帰路
妻との語らいに、自分の年と串間の心地よさを再認識した（ト）

FROM 
EDITOR'S

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

岩本俊秀・留美さん ご夫妻
IWAMOTO toshihide,rumi

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987
TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
営業時間：午前10時〜午後10時
定 休 日：毎月第３水曜日

（No.870/2010.9）

読者
プレゼント

◎抽選で 25 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を25名様にプレゼ
ント。
応募締切は9月30日（木）当日消印有効
です。

伊勢海老まつりのおしらせ
　９月の伊勢海老解禁に合わせ、「伊勢海老まつり」を開催
します。
◎期間：９月２日〜11月30日
伊勢海老会席プラン　７,５００円【税込・要予約】
　�〜�プリップリの伊勢海老をたっぷり使ったぜいたくな伊勢
海老づくしの会席料理です〜

　・�先付・椀・お造り・焼物・替り皿・サラダ・揚物・みそ
汁・ご飯・香の物・果物

伊勢海老定食プラン　３,５００円（税込）
　〜伊勢海老の美味しさを満喫！〜
　・先付・お造り・みそ汁・ご飯・香の物・果物
※おみやげ・贈答用にお持ち帰りや発送も承ります。

温泉の日
　今月は９月19日（第３日曜日）
・空くじなしの抽選会
・レストランお一人様100円引

９月の休館日　９月15日（水）

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

風
を
感
じ
る
市
木
で
!!

半袖短パン姿で山登り。厳しい日差しで腕は真っ赤に日
焼け。下山後、靴下を脱いだはずの足になぜか白い靴下

が出現。足も日焼けしたらしく靴下の跡が美しいまでに白く
クッキリ残っていた。はずかしいので当分短パンは自粛で（カ）

写真 : 伊勢海老会席プラン
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